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 2)	 押川文子1981「独立後インドの指定カースト・指定部族祭作の展開」『アジア経済』22号1巻，26–45頁。
 3)	 1961年センサスでは，STの割合は，88.67%であった。この減少は他州からの移住者が増えていることを示して

いる。
 4)	「ブータン東部におけるツーリズム導入に関する一考察： メラとサクテンの事例から」『人間と社会の探求　慶

應義塾大学大学院社会学研究科紀要』70号，31–53頁，2010年。
 5)	 その政府の思惑通り，オープン前の2009年には16人だったサクテン，メラへのツーリストは，2010年には，

128人，2011年には143人と増え，空港も完成したので，今後も増加が予想されている。オープン前には，特別
許可を得た少数の外国人が政府の客として入域することができた。筆者も2006年から3年連続で訪れている。

 6)	 Community	Based	Tourismとは，ツーリストを迎える側のコミュニィが中心となり，コミュニティの利益を守
り促進するためにツーリズムを開発の手段として用いることと解釈される。

オランダ領東インドにおける日本人売薬商の研究

アストゥティ・メタ・スカルプ

研究のねらい
本研究は，オランダ領東インド時代の日本人社会の歴史の中で，1900年代ならびに1910年代，つま

り初期のころの商業移民の活動に焦点をあて，彼らの実態を分析し，日本，インドネシア，オランダの
三者の関係における歴史的な意味を探ろうとするものである。

戦前期の日本人の	中で，日本人の商売の形態は，行商と固定商店の2つのタイプがあったことが特
徴的であると指摘している［Post	1991： 167］。本研究はそのうち行商人に注目する。行商人はマッ
チ，櫛，糸，陶器，薬など日常の生活用品を大きな行李に入れ，それを現地で雇った現地住民たちに天
秤棒で担がせ，街から街へ，村から村へと売り歩いた。筆者は，彼らが売り歩いた商品の中で，もっと
も重要な意味を持ったものとして，仁丹や目薬などの庶民向けの薬に注目した。

1900年代から1910年代の日本人売薬商に焦点を当てるのは，この時代に取り扱われていた多数の日
本商品の中で，仁丹などの薬が占めていた割合が非常に多いということに加え，彼らがオランダ領東イ
ンドにおける日本人コミュニティーの基礎を築き，インドネシア「原住民」社会との密接な接点を持つ
上で重要な意味を持ったと思われるからである。

研究内容
1900年代から1910年代の日本人売薬商に焦点を当てるのは，この時代に取り扱われていた多数の日

本商品の中で，仁丹などの薬が占めていた割合が非常に多いということに加え，彼らがオランダ領東イ
ンドにおける日本人コミュニティーの基礎を築き，インドネシア「原住民」社会との密接な接点を持つ
上で重要な意味を持ったと思われるからである]。

それまでの「からゆきさん」や，博打うちや女
ぜ げ ん

衒1）などとは違って，この人たちは，いわゆるまっと
うな職業に従事する最初の日本人移民グループであって，当地の日本人コミュニティーを形成する役割
を果たした。すなわちこの時期の売薬商の商業活動は，これ以後の時期，「トコ・ジュパン（Toko	Je-
pang）」(文字どおりの意味は「日本の店」)と呼ばれてインドネシアの原住民から愛着をもって受け入
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れられるようになった日本人商人たちの小規模な商業活動や，日本人居留民のライフスタイルの原型に
なったのではないかと考えられるのである。本研究で論じる小川利八郎，堤林数衛，大友信太郎など，
日本人社会の重要人物とみなされる商人の多くは，この1900年代から1910年代に渡航している。

本稿は以上のような先行研究の積み重ねの上に立ち，前述のような問題関心のもとに進められている
研究の一部であるが，その構成は以下のような3章から成る。

第1章は，研究の背景として，「からゆきさん」以来のオランダ領東インドへの日本人の進出の歴史
を概観する。

次いで第2章において，その日本人の発展の歴史の中で，1910年代に焦点をあて，特に売薬商の重要
性に着目し分析する。その中で，「からゆきさん」の存在が，日本の民間薬の進出をもたらす上で重要
な意味を持ったことを指摘し，彼らの活動の詳細を分析する。また，薬品のオランダ領東インドへの輸
出の経緯とその影響をも分析する。これは日本の薬が，当時劣悪な医療環境下にあったインドネシアの
現地住民たちに与えた影響が大きかったと考えられるからである。薬の販売に際して当時の現地の新
聞・雑誌に掲載された広告や看板の文言を通じて，オランダ領東インドで最も多く販売されていた2つ
の日本の薬，すなわち仁丹と目薬(点眼薬)	について，その現地社会への浸透度を推測する。

次いで第3章では，彼らの活動に対するオランダ政庁の反応を分析し，オランダ当局は売薬商たちが
純粋に商業活動をしていただけでなく，スパイ活動に関係しているのではないかと言う危惧を抱いてい
たとことを指摘する。1913年9月10日に対日・対中国商業問題顧問（Adviseur	voor	Japansche	en	
Chineessche	Zaken）のヴェットゥム（Wettum）が，オランダ領東インド総督A.	W.	Fイーデンブルフ
(Idenburg)に，送った書簡，それに対して政庁官房長官（1sten	Goveurnements	secretaris）のモレス
コ（Moresco）が，各地の地方政府に送った回状，またそれに応えて28の地方政府から政庁宛てに送
られた報告書を分析すると，オランダ植民地当局は日本人に対する危惧を抱き，日本人商人たちの南方
への進出に関する風評や実態に関心を強め，真剣に監視するようになっていたことがわかる。

1920年代中頃，オランダ領東インドの貿易額の中で日本からの輸入がオランダからのそれを越えて
第1位になった。さらに日本が中国大陸への侵略を開始した1930年代以降，オランダ政府が日本に対す
る警戒心を非常に強めるようになったということは，ほぼ通説になっている。しかし，1913年から
1914年は，日本からオランダ領東インドへの貿易量が急増する前の時期であった上，少なくとも政治
的には日本はオランダにとって友好国であった。故に，このように早い段階で既に，オランダが日本人
に対し，警戒心を強めていたということは注目に値する。本稿ではオランダの危惧が取り越し苦労だっ
たのか，それとも日本人商人たちが何らかの国策的な活動を担っていたのかを検証するとともに，後年
一般的になった「日本人商人スパイ説」が既にこの時期から芽生えていたことを立証する。

依拠した資料
本研究が依拠する資料は，当時インドネシアで刊行されていた新聞・雑誌，日本人の移民たちが書き

記した手記，そしてオランダ植民地当局の公文書，ジャワ銀行の資料等である。
新聞は，オランダ領東インドで当時刊行されていた日本語新聞の「東印度日報」と「爪哇日報」を用

いた。日本人移民たち自身が残した資料としては，56人の関係者の手記を集めた［武田（編）1978］
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や，写真集［ジャガタラ友の会（編）1987］を使用した。1968年に刊行され，のちに1978年に改訂さ
れた『ジャガタラ閑話―蘭印時代邦人の足跡―』も使用した。

オランダ政庁の資料は，ハーグのオランダ国立文書館（Algemeen	Rijksarchief）ならびにジャカル
タのインドネシア国立文書館（Arsip	Nasional	Republik	Indonesia）に多く所蔵されている。本研究で
主として利用したのは，各州の理事官や県の監督官などオランダ人地方行政官が交代するときに総督あ
てに提出した申し送り書（Memori	van	Overgave）や，日常的な報告や何らかの事象に直面した場合
に送る郵便報告書（mailrapporten）の2種類，並びにそれに基づいて政庁側から各地方の行政官にあ
て発信された書簡類である。それらのいずれにおいても，当時の社会状況が詳細かつリアルに報告され
ている。とりわけオランダ植民地政庁が1913年から1914年にかけて日本人商人たちの活動を監視する
中でまとめた各種の極秘の報告書は，非常に重要な情報を提供してくれた。

さらに，当時の中央銀行であったジャワ銀行の資料も活用した。これは現在のインドネシア銀行本店
（首都，ジャカルタ）に所蔵されていることが1982年に明らかになったもので，公開されているが，ま
だ余り多くの研究者が活用していない。1828年から1953年までのデータがあり，主として国家ならび
に各州の財政に関するものが多いが，本研究で利用したのは，中央銀行本店と各地の支店との間で交わ
された顧客に関する情報である。この中に何人かの日本人顧客の名前が見出される。この資料は膨大で
あり，筆者はまだその全貌にアクセスできていないため，本稿が主として扱う時期に直接関係のあるも
のはまだ見つからないが，「オランダ領東インドにおける日本の経済進出の証拠（Stukken	Inzake	de	
Economische	Penetratie	van	Japan	 in	Nederlands-Indie）」と題する文書が，1922年以降の日本人の経
済活動について詳細な情報を伝えている。とりわけ地域別の日本人居留民の人口（1930年統計）や，
日本関連の輸出入量，日本に対して課された輸出割当量などについて詳細な情報を載せている。この文
書は，日本人に対して明らかにスパイのレッテルを貼るようになった1930年代のオランダ政庁の見解
をよく反映している。

終わりに
本研究の目的は，1900年代から1910年代にかけてのオランダ領東インドにおける日本人商人，中で

もとりわけ存在が目立った売薬商の活動に焦点をあて，その特徴を描き出すとともに，オランダ当局
が，植民地の経済と政治を脅かす存在として，かなり早い時期から彼らの活動に対して警戒の目を向け
ていたことを指摘することであった。

この地に進出した最初の日本人は，「からゆきさん」と呼ばれる娼婦たちであった。その後，彼女た
ちの間に蔓延していた性病を治療するという名目で，日本からの初期の商業移民たちが薬を持ち込み，
小規模に販売し始めたことが，その後の日本の薬品の大規模な進出へとつながり，日本人商人の中でも
売薬商が目立つようになった。これらの売薬商は，行商と言う形で各地を歩き回り，現地住民との間に
様々な接点を持ったため，オランダ政庁はその動きに対して警戒心を抱くようになった。

同政庁は1913年に，官房長官を通じて秘密裏に，各地の地方行政官あてに回状を発送し，日本人売
薬商の活動を制限し，監視することを命じた。官房長官の命令に対して1913年10月から1914年5月に
かけて28の地方の行政官から文書で報告が送られた。それらには，日本人商人と「からゆきさん」と
の関係，日本人商人の現地住民に対する振る舞いや現地住民との交流などが記されている。オランダ人
が抱いた不安や恐れは，おそらく日本が，オランダ領東インドにおいて経済を浸透させることに成功し
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た初めてのアジアの国であるということ[Booth,	1994:	45]に起因するであろう。またそのほかにも，日
本人の文化や，現地住民との交流方法が欧米のそれとは大きく異なっており，行動が予測できないこと
もまた，オランダ人たちの不安を助長させる原因となった。

それゆえ日本人商人に対する逮捕事件が起こったり，時には，日本人商人は日本のスパイだというよ
うな噂が飛び交ったりした。しかしながら，政治的プロパガンダ行為が発見されることはなかった。各
地からの報告書には地域差があるものの，一般的に，中央の政庁が抱いていたような危惧を確認するよ
うな内容のものは少なかったのである。すべては政庁の過剰反応であった。そもそも日本人売薬商たち
のジャワ語やムラユ語の言語力は満足のいくレベルではなく，現地住民たちと十分なコミュニケーショ
ンを図ることすら難しかったことから，華僑を通訳として同伴する行商人もいた。この時期の日本人商
人たちをスパイとしてみなすには，根拠が不十分であると言える。

しかし1913年から1914年にオランダ政庁が抱いていた危惧は，その後1920年代や1930年代には現実
のものとして大きく膨らんでいくことになる。1920年代になるとオランダは，第1次世界大戦を経て大
幅に拡大した日本の対オランダ領東インド貿易量に危惧を抱き始め，1930年代になって日本が満州や
中国各地へ侵略するようになると，これは政治的な危惧へと変わっていった。こうして，日本人はほぼ
全てが諜報員であったのかのようなイメージが広く共有されていくようになる。その伏線として，1900
年代から1910年代の日本人売薬商の活動と，それに対するオランダ植民地関係者の様々な反応は非常
に重要なものであると思われるのである。

注

 1)	 主に若い女性を買い受け，娼館・遊郭などで男性に性的サービスを提供する仕事を強要する人身売買の仲介者
を指す。「からゆきさん」たちの海外渡航には，斡旋業者として，彼ら女衒が介在していた。
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インド・カルカッタの都市祭礼をめぐる文化人類学的な研究

澁　　谷　　俊　　樹

本調査報告は，2011年度のカルカッタの都市祭礼とそれを運営する町内会に関するものである。当
該年度は特に火葬場で行われるカーリー女神祭祀について調査を実施した。この祭礼の運営母体はその
他の運営母体と同様に共同出資型に変化しているが，現在でも，「薪の遺体焼き場の上で祭礼を行う」，

「火葬場で働くドム・カーストが祭礼を補助する」など，タントリズムの観念として説明される様々な
掟や秘密がある。

18世紀以降ヒンドゥー王権や領主の家庭で始められたとされる今日の女神の祭礼は，植民地期の土
地制度改革に伴う王権や領主の衰退を背景に共同出資型に転じ，20世紀初頭の反英独立運動を経て都
市の町内会を主体とする祭礼として大衆化した。旧在地領主の中には今日も中庭で祭礼を行うものがあ
るが，大部分を占めるのは共同出資型の町内会である。粘土製の神像を各家庭や町内会が建立した仮設
寺院に招き，司祭を呼んで数日間祀り，ガンジスへと流す祭礼で，祭礼後には寺院も解体される。祭礼
を行う町内会はカルカッタだけで5千件を超える。

◆　祭礼を運営する町内会と「路縁」
カルカッタもグローバル化の影響を最も強く受ける大都市の一つであるが，小商店や露店など地域経

済と関わる町内会が無数に存在する点で，東京のような都市と構成が異なる。こうした町内会に外部か
ら来た研究者がいかにアクセスできるか？という方法論的問題を考える時，路上に展開するもう一つの
決定的な差異が改めて着目される。本調査は，カルカッタの知人宅に下宿し知人関係も頼りに行われ
た。しかし下宿先の人間関係にも限度がある。本報告では，都市の社会構成を理解する上で，町内会の
ような地縁とも関わる重要な人間関係を捉える概念として「路縁（ろえん）」を提唱する。


